
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動の特徴 

 本校は神奈川県唯一の総合産業科です。これまで

の専門高校の枠を超えて、科学技術と国際の視点

から幅広く学ぶことができます。共通教科の科目に

加えて、４系１分野（工学系、情報系、環境バイオ

系、科学系、リベラルアーツ分野）の専門的な科目

を分野を超えて学習できます。また、単位制で自ら

の興味・関心、進路希望などに応じて一人ひとり異

なる学習計画を作成します。 

  

 

このように、科学技術・理数教育を重点的に行う

学校として創造性豊かな人材の育成を目指してい

ます。専門的な実習施設の活用や多様な選択科目に

よる体験的な学習、課題研究などを通して、生徒の

科学への興味、関心、科学的な考え方を育み、コミ

ュニケーション能力、プレゼンテーション能力を身

に付けていきます

教育目標～３つの C～ 

Chance  何事も好機（チャンス）と捉える 

Challenge 積極的に挑戦（チャレンジ）する 

Creative 創造的な取組（クリエイティヴ）をする 

 

 神奈川総合産業高等学校が求める生徒像 

〇本校の教育目標、校風や伝統を理解し、主体的に

学ぶ意思のある生徒 

〇自ら考え、表現し、行動する力を伸ばすことに意

欲的で、自らの希望する進路実現を目指して努力す

る生徒 

〇中学校における学習を基盤として、自らの目指す

目標の実現に向けて、探究し続ける生徒 

＜学校案内図＞ 
利用交通機関 

●小田急線相模大野駅北口より徒歩18分 
●ＪＲ横浜線相模原駅より 
神奈中バス「（相05,25）相模大野駅」行き「南中前」
下車徒歩５分 

●ＪＲ相模線上溝駅より 
神奈中バス「（相15）相模大野駅」行き「南中前」下車
徒歩５分 

神奈川県立 鶴見
つ る み

高等学校 神奈川県立 神奈川
か な が わ

総合
そ う ご う

産業
さんぎょう

高等学校 
 

所在地：相模原市南区文京１丁目11番１号 〒252-0307 
電 話：042(742)6111 
ＦＡＸ：042(740)2851 
ＵＲＬ：https://www.pen-kanagawa.ed.jp/kanagawasogosangyo-h/ 
創 立：平成16年11月（平成17年４月開校） 
課 程：単位制による全日制・定時制 
設置学科・生徒数・学級数 

 １年 ２年 ３年 計 

総合産業科 216 234 235 685 

学 級 数 ６ ６ ６ 18 

 (生徒、学級数については令和８年４月現在) 

 

神奈川総合産業高等学校 



２学期制とセメスター制 

前期（４月～９月）と後期（10月～3月）の 2学期

制です。学習計画にゆとりができるため、専門的な

内容を掘り下げることが可能です。 

豊富な科目 

産業について多角的に学ぶ授業や、世界で活躍する

ために必要なスキルを習得する科目など、他校では

学ぶことのできない豊富な科目が特長です。 

専門性のある教科・科目 

国語や数学などの共通教科に加え、工業（機械・電

気・化学・デザイン）・商業・家庭・総合産業の 4つ

の専門教科が学べます。 

＜授業の様子＞     ＜施設：食堂＞ 

  

 

 

   

学校生活 Q&A 

Ｑ. 制服はないのですか？ 

Ａ. 生徒一人ひとりが、TPO(時間・場所・場合)に応

じて、適切な服装や行動の判断ができることを求め

ているため、制服を定めていません。 

Ｑ. 100分授業と聞いたのですが。 

Ａ. 本校の授業時間はⅠ限からⅢ限までの 100分３

限制です。100 分の授業時間を活用して、実験や実

習もゆとりを持って行うことができます。体験型授

業により、発見したこと、自分の考えや意見などを、

他者に伝える能力を身に付けてほしいと考えていま

す。 

Ｑ. 校舎や設備がすごいと聞いたのですが。 

Ａ. 専門的な実験装置や実習施設だけでなく、数多

くのパソコン、エレベーター、清潔感のあるトイレ、

トレーニングルーム、太陽光あふれる食堂、冷暖房

を完備した校舎は、まさに快適な学習環境を提供し

ています。 

Ｑ. 将来何をやりたいかはっきりしないのですが。 

Ａ. 専門性の高い単位制の授業の特色を生かした幅

広い分野から、興味ある授業を選び学習することで、

自分の将来が見つけられます。 

Ｑ. 科学技術以外にどんな特色がありますか？ 

Ａ. 国際的な視野を伸ばせることも特色です。国際

的な授業で学ぶだけでなく、本校に来ている留学生

と関わり、コミュニケーションをとることで、異文

化に触れることができます。 

Ｑ. 卒業後の進路は？ 

Ａ. 卒業後の進路は進学希望が多く、継続して学

びたいと思っている生徒の多い学校です。理系のみ

ならず文系の大学へ進学する生徒もいます。大学・

短大・専門学校を合わせて、上級学校への進学は全

体の９割を占めています。 

《令和７年度大学合格実績》 

青山学院大学 立教大学 茨城大学 麻布大学 

桜美林大学 神奈川大学 関東学院大学 北里大学 

工学院大学 駒澤大学 相模女子大学 

産業能率大学 成蹊大学 専修大学 大東文化大学 

帝京大学 東海大学 東京電機大学 東京都市大学 

東京農業大学 東洋大学 日本大学 文教大学 等 

 

学校行事 

５月に各年次で遠足、1 年次対象の英語レッスン、

６月に体育祭、９月に文化祭、２年次は９月に修学

旅行へ行きます。昨年度は沖縄へ、今年は石川へ行

きます。９月と３月には生徒研究発表会が実施され

ます。   ＜遠足＞     ＜文化祭＞ 

 

 

 

部活動                 

 様々な種類の運動部、文化部があり、兼部をする生

徒も多くいます。珍しい部活動も多く、化学工学部

は４年連続で全国高等学校総合文化祭自然科学部門

に出場しています。 

＜運動部＞ 剣道 硬式野球 サッカー ラグビー 

卓球 テニス バスケットボール 山岳 バドミン

トン バレーボール 陸上競技 弓道 ダンス 

＜文化部＞ M.E.S アコースティックギター 囲

碁将棋 LBT エレクトロニクス 化学工学 機

械 軽音楽 写真 ジャズバンド デザイン造形 

鉄道研究 日本文化 美術 漫画研究 ロボメック 

演劇 大道芸 調理同好会 自動車同好会 

 


